
天
理
市
の
「
地
域
連

携
型
小
規
模
校
」

奈
良
県
天
理
市
（
人
口

約
６
万
１
千
人
）
は
、
２、

０
２
４
年
度
施
政
方
針
に

「
人
口
減
少
社
会
適
応
都

市
」
を
目
指
す
こ
と
を
宣

言
し
ま
し
た
。

こ
の
宣
言
の
も
と
「
地
、

域
連
携
型
小
規
模
校
」
と

し
て
発
展
さ
せ
る
た
め
の

「
み
ん
な
の
学
校
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
と
「
学
校
三
部

制
」
を
導
入
し
ま
し
た
。

学
校
三
部
制
は

一

「

」
、「

部
」
が
小
学
校
の
授
業
に

住
民
が
ゲ
ス
ト
講
師
と
な

り
、
俳
句
や
郷
土
史
、
習

字
や
茶
道
な
ど
を
一
緒
に

学
び
合
い
ま
す
。

「
二
部
」
で
は
、
公
民

館
講
座
に
児
童
や
生
徒
を

受
け
入
れ
て
、
放
課
後
活

動
を
展
開
し
ま
す
。

従
来
の
公
民
館
の
主
催、

事
業
や
サ
ー
ク
ル
活
動
を

「
三
部
」
と
し
て
学
校
内

で
展
開
し
ま
す
。

、

学
校
教
育
と
生
涯
学
習

、

社
会
教
育
を
融
合
さ
せ
て

教
育
の
充
実
を
図
り
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
「
学

び
合
い
、
支
え
合
い
」
の

輪
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

川
西
町
の
吉
島
小
学
校

も
う
一
つ
の
注
目
は
、

山
形
県
川
西
町
の
吉
島
小

学
校
（
令
和
５
年
度
児
童

数

人
）
で
す
。

88吉
島
地
区
（
人
口
２
１

２
３
人
）
は
、
地
域
組
織

で
あ
る
全
戸
加
入
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
「
き
ら
り
よ
し
じ

ま
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
設

立
さ
れ
、
自
治
、
環
境
衛

生
、
福
祉
、
教
育
の
４
部

会
で
活
動
を
展
開
。

吉
島
小
学
校
で
は
「
地
、

域
と
と
も
に
あ
る
学
校
」

を
目
指
し
て
、
一
般
の
地

域
学
校
協
働
活
動
か
ら
さ

ら
に
突
き
抜
け
た
展
開
を

実
践
し
て
き
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
を
県
内
で
最
も
早
く
取

り
入
れ
（
平
成

年
度
、）

25

「
吉
島
小
学
校
支
援
地
域

本
部
」
は
平
成

年
度
、

29

文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受

け
て
い
ま
す
。

「
き
ら
り
」
が
学
童
保

育
を
運
営
し
、
学
校
支
援

「

」

地
域
本
部
に
は
き
ら
り

の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
、、

学
校
で
の
相
談
に
即
対
応

実
践
し
ま
す
。

「
学
校
で
子
ど
も
た
ち

が
賢
く
育
つ
た
め
に
、
先

生
方
は
学
校
で
の
教
育
に

専
念
し
、
地
域
事
業
に
先

生
を
参
加
さ
せ
る
こ
と
は

一
切
し
て
い
な
い
」
と
い。

う
考
え
方
に
も
注
目
で
す
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（月２００円程度）
8月 37人 39,950円
7月 32人 41,610円

学
校
統
廃
合
と
は
別
の
道
が
あ
る

学
校
を
維
持
し
、
地
域
の
力
育
む
拠
点
に

ふ
る
さ
と
賛
歌鈴木

重
雄(

八
色
木)

永
慶
寺
境
内
散
歩
⑤

善
宝
寺
中
興
の
祖

水

野
禅
山
大
和
尚（

）、

１
８
１
２
年
文
化
９

八
色
木
村
の
水
野
和
助
現
（

当
主
富
弘
）
次
男
と
し
て

生
ま
れ
、
幼
名
を
沼
吉
と

い
い
、
す
こ
ぶ
る
聡
明
な

子
ど
も
で
あ
っ
た
。
５
歳

頃
に
は
知
恵
も
動
作
も
童。

子
の
も
の
で
は
な
か
っ
た

村
人
は
彼
を
奇
童
と
い
っ

て
い
た
。

水
野
家
は
村
で
も
旧
家

で
あ
っ
た
の
で
、
何
不
自

由
な
く
育
て
ら
れ
、
特
に、

母
の
慈
愛
は
深
か
っ
た
が

。

９
歳
の
時
に
母
を
失
っ
た

沼
吉
は
大
い
に
落
胆
し
、

食
を
断
つ
こ
と
２
昼
夜
、

世
の
無
情
を
感
じ
、
母
の

供
養
を
し
よ
う
と
決
意
し

た
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
父
は
ど
う
し

て
も
許
し
て
く
れ
な
か
っ

た
が
、

歳
の
春
、
彼
の

16

志
の
堅
い
と
み
た
父
は
、

出
家
す
る
こ
と
を
許
し
、

村
の
永
慶
寺
住
職
観
了
和

尚
の
元
に
入
門
さ
せ
た
。

歳
の
時
、
観
了
和
尚

24
の
勧
め
に
よ
っ
て
、
越
後

の
英
林
寺
に
入
門
、

歳
30

、

、

ま
で
苦
行
を
積
み
後
に

さ
ら
に
広
く
天
下
の
名
僧

を
訪
ね
て
修
業
を
重
ね
、

、

、

歳
の
時
故
郷
に
帰
り

34観
了
和
尚
が
善
宝
寺
に
栄

転
し
た
の
で
、
永
慶
寺
に

座
し
た
。

（

）、

１
８
４
５
年
弘
化
２

長
崎
の
長
竜
寺
、
翌
年
、

新
堀
の
慶
全
寺
、
１
８
５

５
年
（
安
政
元
）
冬
、
再

び
永
慶
寺
に
帰
り
、
第
38

世
月
円
禅
山
和
尚
は
、
寺

内
の
綱
紀
を
正
し
、
堂
塔

の
改
修
、
数
町
歩
の
田
地

を
購
入
、
龍
神
講
を
つ
く

り
、
宗
旨
の
普
及
な
ど
、

大
い
に
宗
門
の
繁
栄
を
図

る
一
方
、
衆
生
済
度
（
悟

し
ゆ
じ
よ
う
さ

い

ど

り
の
境
地
）
に
も
特
別
の

努
力
を
重
ね
た
。

本
山
貫
主
は
、
そ
の
功

績
を
賞
し
て
、
禅
山
和
尚

に
善
宝
寺
中
興
の
称
号
を

贈
っ
た
の
で
あ
る
。

現
在
の
善
宝
寺
五
重
塔

も
、
禅
山
和
尚
が
着
手
し

た
が
、
１
８
９
７
年
（
明

治

）
３
月

日
、
そ
の

30

21

完
成
を
見
ず
に
、

歳
に

76

。

し
て
入
寂
し
た
の
で
あ
る

永
慶
寺
大
山
門
を
く
ぐ

る
と
、
左
前
方
に
座
像
碑

（
昭
和

年
）
が
あ
る
。

31

永
慶
寺
幼
稚
園
の
子
ど

も
た
ち
は
、
座
像
に
向
か

っ
て
「
ノ
ノ
さ
ま
、
お
は

よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
、

お
辞
儀
を
し
て
園
舎
に
行

っ
た
。

寺
所
有
の
農
地
は
、
戦

後
農
地
改
革
に
よ
っ
て
、

耕
作
者
に
移
譲
し
た
。

川西町の吉島小学校ＨＰには、多彩な取組がいっ
ぱい紹介されています

地
方
の
市
町
村
は
ど
こ
で
も
、
人
口
減
少
と
少
子
高

齢
化
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
が
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
学
校
統
廃
合
に
よ
る
財
政
合
理
化

を
目
指
す
の
で
は
な
く
、
逆
に
学
校
を
維
持
し
、
学
校

を
地
域
の
力
を
育
む
拠
点
と
し
て
発
展
さ
せ
て
い
る
オ

ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
（
別
の
道
）
の
自
治
体
が
あ
り
ま
す
。



藤
島
の
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン

に

日
「
お
米
完
売
」
の

、

22
張
り
紙
が
！

こ
れ
ま
で
は

㌔
袋
の

30

玄
米
も
積
ん
で
あ
り
ま
し

、

。

た
が
異
例
の
こ
と
で
す

米
の
生
産
量
は
６
６
１

万
㌧
に
ま
で
減
少
し
、
６

月
末
時
点
の
在
庫
量
は
１。

５
６
万
㌧
と
過
去
最
低
に

、

減
反
を
強
制
し
な
が
ら

米
の
需
給
調
整
を
放
棄
し

て
き
た
自
民
党
の
政
治
が

根
本
問
題
で
す
。

ア
ジ
ア
学
院
留
学
生
の

研
修
が
始
ま
り
ま
し
た

（

日
藤
島
庁
舎
）

27

▲
間
違
い
な
く
進
ん
だ
の

は
、
日
米
の
軍
事
同
盟
で

し
ょ
う
。
米
大
統
領
バ
イ。

デ
ン
が
言
っ
て
い
る
ん
だ

私
が
日
本
の
方
向
を
変
え

た
ん
ダ
ト
。
そ
れ
で
、
日

本
の
首
相
が
国
賓
待
遇
を

受
け
た
ん
だ
。
な
ぜ
バ
イ

デ
ン
が
喜
ん
だ
の
か
不
明

だ
か
ら
、
そ
れ
は
密
約
と

い
う
事
に
な
る
ん
だ
。

▲
で
、
こ
の
首
相
の
顔
で

は
次
期
選
挙
を
戦
え
な
い

ん
だ
と
。
国
民
の
世
論
が

岸
田
を
追
い
出
し
た
こ
と

に
は
な
る
ん
だ
が
、
議
員

は
辞
め
な
い
ん
だ
よ
。

▲
次
の
首
相
に
な
れ
る
総

裁
選
に
は
、
両
手
で
は
足

り
な
い
数
の
名
前
が
見
え

る
が
、
国
民
の
為
に
何
を

し
よ
う
と
い
う
ん
だ
ろ
。

テ
レ
ビ
な
ど
は
、
裏
金
問

題
を
追
求
し
な
い
で
自
民

党
の
為
に
盛
り
上
が
り
を

作
る
ん
だ
ろ
う
か
ネ
～
。

▲
国
民
は
自
民
党
の
裏
金

を
作
り
、
裏
金
が
裏
で
動

く
政
治
が
嫌
な
ん
だ
。
噂

さ
れ
る
次
期
選
挙
。
今
度

こ
そ
裏
金
政
治
と
バ
イ
バ

イ
し
よ
う
（
石
川
）

。

中
央
部
１
４
４

。
幅
、

㎝

頭
部

・
中
央
と
下
部

㎝
45

１
１
７

で
あ
る
。

㎝

裏
金
の
正
体
隠
し
て

自
民
党
の
総
裁
選
挙
は、

予
定
さ
れ
て
い
た
ん
だ
が

岸
田
首
相
が
次
期
は
出
な

い
と
突
然
の
発
表
。
自
分

の
実
績
に
誇
り
を
も
っ
て

「
な
～
皆
さ
ん
」
っ
て
語

る
も
の
が
無
い
ん
だ
。

▲
自
ら
言
う
に
、
派
閥
の

政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
を

巡
る
政
治
と
金
の
問
題
な

ど
国
民
の
政
治
不
信
を
招

く
事
態
が
相
次
い
で
生
じ

た
。
残
さ
れ
た
の
は
自
民

党
ト
ッ
プ
と
し
て
の
責
任

で
す
・
と
言
っ
て
首
相
を

辞
め
る
と
言
う
ん
だ
。
責

任
を
投
げ
捨
て
る
ん
だ
。

▲
し
か
し
、
彼
の
鳩
派
的

な
姿
、
聞
く
力
に
も
期
待

し
た
で
し
ょ
う
。
分
配
な

く
し
て
成
長
な
し
・
異
次

元
の
少
子
化
・
火
の
玉
と

な
っ
て
な
ど
威
勢
の
い
い

あ
の
口
は
、
何
だ
っ
た
ん

だ
。
彼
が
首
相
の
期
間
、

何
か
暮
ら
し
が
良
く
な
っ

た
か
と
聞
か
れ
れ
ば
、
俺

に
は
何
も
無
い
。
統
一
教

会
と
は
ど
ん
な
段
階
？

稲
作
改
良
碑
の
サ
イ
ズ

、

、

は
高
さ(

台
石
よ
り
上)

２
２
５

・
斜
線
に
な
る

㎝

東
田
川
史
跡
物
語

稲
作
改
良
碑
②

青
山

崇

お
お
よ
そ
の
大
き
さ
は。

畳
１
枚
よ
り
や
や
大
き
い

史
跡
出
入
口
の
通
路
に

面
す
る
西
側
が
正
面
、
上

部
に
『
稲
作
改
良
碑
』
の

「
題
隷
」(

だ
い
れ
い
・
題

目)

、
下
部
に
碑
文
が
あ
る

、

。

が
碑
文
の
詳
細
は
後
述

、

写
真
は
碑
文
の
頭
部
で

右
か
ら
「
稲
作
改
良
碑
、」

「

」、

碑
文
の
書
出
し
は
東
至

「

」

末
尾
に
明
治
三
十
六
年

が
見
え
る
。

「
乾
田
馬
耕
」
記
念
碑

は
、
私
が
知
っ
て
い
る
の

は
、
庄
内
と
秋
田
県
矢
島

町
の
５
、
６
個
だ
が
、
そ

の
名
称
が
、
ず
ば
り
「
稲

作
改
良
碑
」
な
の
は
こ
こ

だ
け
で
あ
る
。

島
野
は
、
東
田
川
郡
が

招
聘
し
た
時
の
職
名
は
稲
「

」

。

作
改
良
教
師
で
あ
っ
た

島
野
は
職
名
に
応
え
て

稲
作
改
良
全
体
を
教
え
た

の
で
、
碑
名
も
「
稲
作
改

良
碑
」
に
な
っ
た
と
思
わ

れ
る
。

な
お
島
野
は
、
明
治
36

年

月
に
帰
郷
の
予
定
で

10
あ
っ
た
。
明
治

年
７
月

36
、

、

完
成
し
た
が

月

日

10

22

ほ
ぼ
３
ヶ
月
後
に
開
催
さ、

れ
た
竣
工
式
典
に
出
席
し

翌
々
日
に
旅
立
っ
た
と
い

う
（

）

。
つ
づ
く

稲作改良碑の計測（渡部隆志氏より）

、

、

日
午
後
４
時
半
頃

局
地
的
な
雷
雨
と
突
風
で

26櫛
引
地
域
の
果
樹
に
、
著
し
い
落
果
被
害
が
発
生

お米がない
藤島のＪＡグリーン
でも


